
別紙資料

１　診療室等の線量の記録 獣医療法施行規則第18条(放射線障害は発生するおそれのある場所の測定）

定期的（半年に１回※）に測定 結果を５年間保存
※エックス線装置を移動して使用する場合は、１ヶ月に１回
測定箇所：X 線診療室 ・管理区域境界 ・居住区域 ・敷地境界

２　Ｘ線の照射記録 獣医療法施行規則第19条（記帳）

定期的に記帳し3年間保存
１週間の延べ使用時間（構造設備基準（１mSv/１w）検証）
３月間当たりの使用時間等（管理区域境界（1.3mSv/３M）の検証）
※撮影１回当たりの使用時間は0.1秒（骨は１秒）としても差し支えない



３　Ｘ線装置の検査 獣医療法施行規則第17条（エックス線装置等の定期検査等）

中古製品は破損等に注意！

定期的に検査し結果は５年間保存
※専門機関に委託して実施することが望ましい
検査項目：・異常、破損・漏えい放射線・照射野

4  放射線防護について 獣医療法施行規則第16条（放射線診療従事者等の遵守事項）

放射線防護の三原則
1　線源と人体の間に遮へいを置く（遮へい体を用いる）
2　線源と人体の間に距離をとる（距離を大きくとる）
3　被ばくする時間を短くする（時間を短くする）

・管理区域で必ず守ること
（１）防護具を付ける（エプロン・手袋・ネックガード等）
（２）線量計を付ける



(3)照射野に手などを入れない

（４）照射回数は必要最小限・装置の操作場所に防護壁を置く
（５）エックス線装置の使用時は、エックス線診療室の出入口にその旨表示する

・管理区域でできれば守ること
(1)保定器具・麻酔を使用する

５　放射線診療従事者等の教育訓練及び研修 獣医療法施行規則第16条の2（放射線診療従事者等の教育訓練及び研修）

      教育、訓練、研修の実施 記帳
（初めて管理区域に入る前、その後年１回） （５年間保存)

内容 放射線の人体への影響 放射線装置の安全取扱い
法令（獣医療法、電離則等） 放射線障害の予防



６　放射線診療従事者の線量限度 獣医療法施行規則第13条（放射線診療従事者等の被ばく防止）

女子
腹部

７　放射線診療従事者の線量の記録 獣医療法施行規則第15条(放射線診療従事者等に係る線量の記録）

　記録は必須！（5年間）
4/1～
6/30

7/1～
9/30

10/1～
12/31

1/1～
3/31

1年間

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

妊娠中の毎月1日を始期とする各1月間

50mSv/年かつ 5年
平均で20mSv/年

500mSv/年 2mSv/妊娠期間

実効線量（体幹
部）

等価線量（皮
膚・水晶体等）

女子腹部

期間

5mSv/3ヶ月
内部被曝：1mSv/

妊娠期間
100mSv/5年
=20mSv/年

等価線量限度 眼の水晶体 皮膚 妊娠中女子の腹部表面

左以外の者女子

測定部位 左以外の者
胸部

実効線量限度 妊娠中の女子


